
医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 

使用上の注意改訂のお知らせ 
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<シンバスタチン錠> 

処方せん医薬品：注意－医師等の処方せんにより使用すること 

HMG-CoA 還元酵素阻害剤 

－高脂血症治療剤－ 

 
<プラバスタチンナトリウム錠> 

 

製造販売元  

販 売 元

販売提携  

 
このたび、標記製品の「使用上の注意」を以下のとおり改訂いたしましたので、お知らせ申し上げます。 
今回の改訂は、国内で発売されている全スタチン系薬剤が対象となります。なお、DSU（医薬品安全対

策情報）へは、No.188 に掲載の予定です。 
今後の弊社製品のご使用に際しましては、本書を適正使用情報としてご活用いただきますようお願い申

し上げます。なお、製品に関するお問合せにつきましては、弊社医薬情報担当者または商品情報センター

（フリーダイヤル：0120-223-698、平日 9:00～17:00）までご連絡ください。 
 
 

［改訂箇所及び改訂理由（項目別）］ 

1．副作用（リダック M 錠 5／M 錠 10、リポラ M 錠 5 共通） 
＜改訂部分抜粋＞ 下線部分を追加いたしました。 

リダック M 錠 5／リダック M 錠 10 リポラ M 錠 5 

改訂後 

4. 副作用 
(1)重大な副作用 

1) ～ 6)：変更無し 
7) 間質性肺炎  間質性肺炎があらわれることがあ

るので、長期投与であっても、発熱、咳嗽、呼吸

困難、胸部 X 線異常等が認められた場合には投与

を中止し、副腎皮質ホルモン剤の投与等の適切な

処置を行うこと。 

4. 副作用 
(1)重大な副作用 

1) ～ 5)：変更無し 
6) 間質性肺炎  間質性肺炎があらわれることがあ

るので、長期投与であっても、発熱、咳嗽、呼吸

困難、胸部 X 線異常等が認められた場合には投与

を中止し、副腎皮質ホルモン剤の投与等の適切な

処置を行うこと。 
 

平成22年3月23日付 厚生労働省医薬食品局安全対策課長通知 薬食安発0323第1号に基づき、

「重大な副作用」の項を追加いたしました。 
 
 

改訂理由 
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